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古橋　智樹 議員

下
稲
吉
中
生
徒
数
か
ら
見
た
体
育
館
面
積
と
周
辺
小
学
校
利

用
は
供
給
不
足

他
中
学
校
と
教
育
環
境
の
公
平
性
は
考
慮
が
必
要

ＱＡ　
下
稲
吉
中
学
校
の
現
生
徒
数
か
ら
見
た
体
育
館
面
積
と
周
辺
小
学
校
の

体
育
館
や
運
動
公
園
等
を
利
用
す
る
現
状
は
、
ま
さ
し
く
供
給
不
足
。
市
内

の
他
中
学
校
体
育
館
同
等
以
上
の
面
積
が
最
低
必
要
で
は
。

　

教
育
長　
霞
ヶ
浦
中
学
校
が
１
５
４
５
㎡
、
千
代
田
中
学
校
が
２
１
１

５
㎡
に
対
し
、
９
８
０
㎡
と
最
も
小
さ
い
施
設
と
な
り
、
１
人
当
た
り
の
生

徒
が
占
め
る
面
積
か
ら
、
概
ね
霞
ヶ
浦
中
学
校
が
３
・
８
㎡
、
千
代
田
中
学

校
が
13
・
１
㎡
に
対
し
、下
稲
吉
中
学
校
は
１
・
６
㎡
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
の
広
さ
は
、
明
確
な
面
積
要
件
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ

て
様
々
で
あ
り
ま
す
が
、
運
動
に
親
し
め
る
学
校
づ
く
り
や
活
気
あ
ふ
れ
る

部
活
動
実
施
の
観
点
か
ら
、
他
の
中
学
校
と
教
育
環
境
の
公
平
性
は
、
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
家
族
が
病
気
や
け
が
に
苦
し
む
姿
を
必
死
に
渋
滞
の
中
で
お
お
つ
野
の

緊
急
セ
ン
タ
ー
に
運
び
た
い
思
い
を
国
、
上
級
庁
に
相
談
す
る
。
３
月
に
病

院
が
開
く
の
だ
か
ら
、
神
立
駅
前
の
渋
滞
を
解
消
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
取

り
た
い
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
事
務
方
に
持
た
せ
て
取
組
む
指
示
を
し
た
か
。

　

市
長　
か
す
み
が
う
ら
市
は
、
ど
う
し
て
も
横
軸
、
東
西
線
が
弱
い
。

な
お
さ
ら
鉄
道
で
遮
ら
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
大
変
大
き
な

課
題
だ
と
考
え
て
い
て
、
前
回
提
案
さ
れ
た
内
容
も
、
関
係
市
町
村
と
非
公

式
で
す
が
協
議
し
な
が
ら
今
詰
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、協
同
病
院
の
開
院
は
、我
々
行
政
界
近
く
に
来
て
大
変
心
強
い
面
も
、

神
立
と
の
混
雑
を
考
え
る
と
指
摘
の
よ
う
に
１
日
８
０
０
０
人
と
い
う
人
々

が
、
そ
の
病
院
を
何
ら
か
の
形
で
行
き
来
す
る
訳

で
大
き
な
課
題
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲新土浦協同病院

　
市
街
化
区
域
内
の
雨
水
排
水
計
画
の
見
直
し
の
た
め
の
調
査
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

上
下
水
道
部
長　
逆
西
排
水
区
域
の
雨
水
排
水
計
画
は
、
昭
和
52
年
１

月
に
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
市
街
地
の
宅
地
化
や
全
国
的
な
短
時
間
の
集
中
豪
雨
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
当
時
の
計
画
が
現
状
と
か
い
離
し
て
い
る
こ
と
と
、
逆
西

排
水
区
内
で
道
路
の
冠
水
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
台
帳
を

使
用
し
、
徒
歩
に
よ
る
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
特
に
冠
水
し
た
と
こ
ろ
を

重
点
的
に
現
地
測
量
し
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
と
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行

う
た
め
の
基
礎
資
料
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
神
立
駅
周
辺
は
、
隣
接
す
る
土
浦
市
と
比
べ
見
劣
り
す
る
防
犯
環
境
の

整
備
が
地
域
の
活
力
向
上
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

総
務
部
長　
当
市
の
防
犯
対
策
と
し
て
は
、防
犯
連
絡
員
協
議
会
や
セ
ー

フ
テ
ィ
マ
イ
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の
ほ
か
、
行
政

区
を
中
心
と
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
少
年
相
談
員
な
ど
に
よ
る
市
内
巡

回
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
立
駅
周
辺
は
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
も
質
、
量

と
も
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
現
組
織
の
活
動

を
広
げ
る
方
法
や
、
土
浦
市
の
ま
ち
ば
ん
組
織
の
検
討
、
ま
た
、
土
浦
と
連

携
し
、
ま
ち
ば
ん
の
巡
回
拡
大
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
浦
市
や
土
浦
警
察
署

と
さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
、
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

川村　成二 議員

市
街
地
の
豪
雨
に
対
す
る
雨
水
排
水
対
策
を

28
年
度
か
ら
市
街
化
区
域
内
の
雨
水
排
水
計
画
見
直
し

の
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る

ＱＡ

▲新神立駅イメージ図

防
災
強
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
集
中
豪
雨
対
策
、
学
校
統
廃
合
に
よ
る
避
難
所
の
あ
り
方
、
防

災
行
政
無
線
整
備
等
）

神
立
駅
周
辺
の
防
犯
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
リ
ス
ク
回
避
と
制
度
浸
透
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

神
立
停
車
場
線
を
祭
り
対
応
仕
様
に
～
神
立
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

教
育
環
境
の
供
給
不
足
～
下
稲
吉
中
体
育
館
の
新
設
を

周
辺
住
民
を
苦
し
め
る
国
道
６
号
の
公
害
～
深
夜
の
ト
ラ
ッ
ク
騒

音
・
振
動

未
来
の
少
数
精
鋭
の
子
ど
も
た
ち
に
幼
児
か
ら
の
英
会
話
の
習

慣
と
小
学
生
か
ら
数
学
的
な
考
え
方
を

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３

３

２

２４

一  般  質  問



10KASUMIGAURA

▲乗り合いタクシー

　
６
号
国
道
バ
イ
パ
ス
の
事
業
化
、
着
工
に
向
け
て
の
具
体
的
対
策
は
。

　
市
長　
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
石
岡
市
・
小
美
玉
市
と
と

も
に
「
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
会
」
を
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
11
月
に
は
国
道
６
号
が
通
過
し
て
い
る
18
自
治
体
で
「
茨

城
県
国
道
６
号
整
備
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
２
つ
の
組
織
を
活
用
し
早
期
着
工
に
向
け
た
国
へ
の
要
望

活
動
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　
千
代
田
大
橋
か
ら
県
道
牛
渡
馬
場
山
土
浦
線
へ
の
接
続
計
画
に
つ
い

て
。

　
市
長　
新
土
浦
協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
整
備
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
致
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
具
体
的
整
備
案
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
当
レ
ベ
ル
で
は
「
石
岡
・

か
す
み
が
う
ら
河
川
広
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、
道
路
整
備

計
画
構
想
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携

を
持
ち
ま
し
て
、
市
内
交
通
環
境
の
円
滑
か
つ
安
全
確
保
に
向
け
ま
し
た
整

備
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　　謙

矢口　龍人

議員

議員

無
料
の
連
絡
バ
ス
の
運
行
の
考
え
は

６
号
国
道
バ
イ
パ
ス
着
工
に
向
け
た
具
体
的
対
策
は

運
営
費
用
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
が
原
則
と
考
え
ま
す

早
期
着
工
に
向
け
た
国
へ
の
要
望
活
動
の
実
施
に
努
め

ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、
常
磐
線
を
ま
た
い
で
の
利
用
の
場
合
、
神
立

駅
で
の
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
る
。
無
料
で
乗
れ
る
千
代
田
庁
舎
と
霞
ヶ
浦

庁
舎
を
結
ぶ
小
型
の
連
絡
バ
ス
を
運
行
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
長
公
室
長　
現
在
運
行
の
市
内
循
環
型
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
は
、
運
行
エ
リ
ア
を
霞
ヶ
浦
地
区
・
千
代
田
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
内
に
限
っ
て
い
る
た
め
、
地
区
を
ま
た
が
っ
て
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
神

立
駅
で
の
乗
り
換
え
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
運
行
エ

リ
ア
を
広
範
囲
に
す
る
と
、
効
率
的
な
運
行
の
確
保
が
難
し
く
な
る
た
め
、

区
域
内
に
限
っ
た
運
行
設
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

提
案
の
あ
り
ま
し
た
連
絡
バ
ス
も
交
通
手
段
の
選
択
肢
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
か
な
う
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
検
討
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
生
ご
み
の
分
別
収
集
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
環
境
経
済
部
長　
生
ご
み
の
分
別
収
集
は
、
土
浦
市
で
今
年
度
の
4
月

よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
4
月
の
家
庭
ご
み
が
14
％

減
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
生
ご
み
の
分
別
収
集
事
業
に
約
2
億
９
７
０
０

万
円
か
か
る
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
生
ご
み
の
分
別
収
集
の
実
施
に
は
多
額

の
経
費
が
掛
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

当
市
と
し
て
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
に
よ
る
水
分
の
減
量
や
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
等
に
よ
る
生
ご
み
の
減
量
を
地
域
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

生
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

交
通
体
系
を
踏
ま
え
た
道
路
整
備
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
と
霞
ヶ
浦
地
区
を
結
ぶ
無
料
連
絡
バ
ス
設
置
に
つ

い
て

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

当
市
の
防
災
お
よ
び
災
害
対
策
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
施
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１２３４

▲千代田大橋
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高
齢
者
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
自
立
支
援
の
取
り
組
み
は
、
生
活
支

援
と
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地
域
支
援
事
業
を
中
核
と
し
た
事
業
で
す
。

今
後
の
高
齢
者
の
自
立
支
援
施
策
に
つ
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
と

な
る
平
成
37
年
度
を
目
途
に
今
後
の
地
域
で
の
医
療
・
介
護
の
あ
り
方
と
し

て
、国
が
示
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
中
核
と
な
る
の
が
、
本
年
４
月
改
正

の
介
護
保
険
法
で
制
度
化
さ
れ
た
新
た
な
地
域
支
援
事
業
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
29
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
て
制
度
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
市
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
お
け
る
電
気
柵
の
安
全
対
策
は
。

　
環
境
経
済
部
長　
今
年
7
月
、
他
県
に
お
い
て
発
生
し
た
鳥
獣
被
害
防

止
用
電
気
柵
の
事
故
を
受
け
、
当
市
で
も
平
成
22
年
度
鳥
獣
対
策
交
付
金
で

設
置
し
た
電
気
柵
を
対
象
に
安
全
状
況
調
査
を
行
い
、
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
地
区
に
対
し
、
電
気
柵
に
よ
る
感
電

事
故
防
止
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
回
覧
し
ま
し
た
。
公
共
機
関
等
に
も
事

故
防
止
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
事
故
防
止
を
促
す
よ
う
努
め
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄

中根　光男

議員

議員

国
保
税
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
均
等
割
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
伺
う

高
齢
者
の
自
立
支
援
に
対
す
る
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て

応
益
と
い
う
観
点
か
ら
課
税
の
公
平
性
に
係
る
問
題
で
す
の

で
、
難
し
い
と
考
え
る

平
成
29
年
度
か
ら
の
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
、
制
度
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
当
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
所
得
２
５
０
万
円
、自
営
業
、４
人
家
族
、

40
代
の
夫
婦
、
子
ど
も
２
人
の
場
合
（
固
定
資
産
税
10
万
円
）
40
万
３
１
０

０
円
で
所
得
の
16
・
１
％
に
も
な
る
。
加
え
て
当
市
の
均
等
割
は
県
内
で
も

高
く
家
族
が
多
い
ほ
ど
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
世
帯
の
子
ど
も

へ
の
均
等
割
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

市
長　
被
保
険
者
均
等
割
の
う
ち
、
子
ど
も
の
均
等
割
だ
け
引
き
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
応
益
と
い
う
観
点
か
ら
課
税
の
公
平

性
に
係
る
問
題
で
す
の
で
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
料
化
へ
、
所
得
制
限
の

撤
廃
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
所
得
制
限
に
よ
り
医
療
福
祉
費
の
非
該
当
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
８
月
末
現
在
で
９
８
０
名
ほ
ど
お
り
ま
す
。
完
全
無
料
化
に
は
約
３
３

０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
る
中
、
当
市
単
独
で
の
完

全
無
料
化
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
高
校
生
世
代
ま
で
の
医

療
費
補
助
と
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
県
の
医
療
福
祉
費
制
度
に
改
正
す
る
よ

う
県
補
助
実
現
に
向
け
て
、
継
続
し
て
要
望
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
歴
史
認
識
に
つ
い
て

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
問
題
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て 

イ
ノ
シ
シ
対
策
と
電
気
柵
の
安
全
利
用
に
つ
い
て

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

若
者
の
選
挙
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

河
川
の
整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

６

▲国保税パンフレット

▲電気柵
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統
合
南
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
部
長　
第
一
保
育
所
内
の
余
裕
教
室
３
部
屋
を
使
用
、
児
童

保
護
者
の
出
入
り
は
園
前
の
テ
ラ
ス
か
ら
、
ト
イ
レ
等
は
廊
下
を
利
用
し
、

入
所
児
童
へ
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
小
学
校
か
ら
の
移

動
通
路
は
プ
ー
ル
と
保
育
所
と
の
間
を
通
り
、
保
育
所
フ
ェ
ン
ス
出
入
り
口

を
利
用
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
小
学
校
の
校
庭
を
使
用
予
定
。
送
迎
時
駐
車
場
は

保
育
所
駐
車
場
を
利
用
。
南
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
児
童
の

保
護
者
送
迎
時
駐
車
場
は
、
敷
地
内
の
バ
ス
駐
車
場
の
利
用
を
考
え
て
お
り

小
学
校
と
調
整
を
行
い
ま
す
。
通
路
街
灯
は
、
日
照
等
を
確
認
し
必
要
に
応

じ
設
置
を
考
え
ま
す
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
整
備
は
小
学
校
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
霞
ヶ
浦
地
区
公
民
館
の
看
板
取
外
し
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
に
つ
い
て

　

総
務
部
長　
電
力
や
水
道
の
維
持
を
は
じ
め
、
施
設
の
警
備
な
ど
の
維

持
管
理
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

田谷　文子

設楽　健夫

議員

議員

女
性
活
躍
促
進
法
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

統
合
南
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
行
動
計
画
を
策
定
し
た
い

第
一
保
育
所
の
余
裕
教
室
等
の
活
用
で
対
応
し
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
女
性
活
躍
促
進
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
行
動
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　
女
性
活
躍
促
進
法
に
お
け
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
定

め
る
に
当
た
り
、
12
月
１
日
に
国
の
策
定
指
針
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

策
定
指
針
で
は
、
採
用
し
た
職
員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
、
男
女
の
継

続
勤
務
年
数
の
差
異
、
超
過
勤
務
時
間
の
状
況
、
管
理
的
地
位
に
あ
る
職
員

に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
、
各
役
職
段
階
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
等

を
把
握
し
幅
広
い
内
容
の
行
動
計
画
の
策
定
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
は
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
行
動
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
千
代
田
中
地
区
４
小
学
校
統
廃
合
計
画
と
千
代
田
中
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

　

教
育
長　
児
童
生
徒
に
対
す
る
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
作
る
た
め
、
平

成
25
年
３
月
に
か
す
み
が
う
ら
市
小
中
学
校
適
正
規
模
化
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

千
代
田
中
学
校
区
の
小
学
校
で
は
、
現
在
も
社
会
科
見
学
や
宿
泊
学
習
な

ど
で
小
学
校
同
士
の
連
携
を
図
り
、
教
育
成
果
を
上
げ
る
工
夫
に
努
め
て
お

り
、
さ
ら
に
、
千
代
田
中
学
校
と
小
学
校
で
連
携
し
た
授
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

ＱＱ ＡＡ
義
務
教
育
学
校
の
制
度
化
に
伴
う
本
市
の
進
む
べ
き
方
向
・
計

画
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
４
小
学
校
統
廃
合
計
画
実
施
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

広
報
活
動
の
推
進
に
よ
る
市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
の
円
滑
化

に
つ
い
て

女
性
の
活
躍
促
進
法
施
行
（
Ｈ
28
・
４・
１
）
を
踏
ま
え
た
今

後
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

市
民
の
権
利
と
し
て
、特
別
職
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
を
求
め
て

地
域
福
祉
活
動
計
画
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
Ｈ
26
・
３
と
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
統
廃
合
・
使
用
料
金
値
上
げ
、
霞
ヶ
浦
地
区
公
民

館
閉
鎖
は
「
千
代
田
地
区
小
学
校
統
合
」
ま
で
「
休
止
・
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
」、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
行
政
を
求
め
る
。

「
公
共
施
設
の
効
果
的
活
用
と
適
正
な
維
持
管
理
計
画
に
関
す

る
調
査
研
究
報
告　

Ｈ
26
・
３
の
検
証
と
総
合
計
画
に
つ
い

て
」
の
再
検
討
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

世
界
湖
沼
会
議
、
国
体
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
市
長
の
抱
負
と

取
り
組
み
準
備
に
つ
い
て
（
求
め
ら
れ
る
漁
協
・
Ｊ
Ａ
、
近
隣

市
と
の
共
同
の
取
り
組
み
）

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１２３４５

▲千代田中学校

▲牛渡地区公民館

１２３４
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【視察地及び研修事項】
①福岡県糸島市
　○糸島市役所、福吉交流センター福ふくの里
　　及びＪＡ産直市場伊都彩々
　○６次産業化の推進について
・九州大学と連携した農作物等の新商品の開発に
　ついて　　　　　　　　　　　
・交流センターでの農漁業の活性化策について
・地元産果樹等のブランド化への取り組みについて

②福岡県三
みず ま ぐ ん

潴郡大木町
○おおき循環センターくるるん及び道の駅おおき

○ごみの減量化とリサイクルについて
・全町を挙げてのごみゼロ運動の推進
・生ごみ・し尿・浄化槽汚泥を処理し、有機肥
　料へ
・生ごみ分別事業での町民協働意識の向上

来栖　丈治 議員

波
止
め
が
水
没
し
て
い
る
田
伏
地
区
に
お
け
る
堤
防
の
対

策
は

27
年
度
に
検
討
・
設
計
、
28
年
度
以
降
整
備
を
実
施
し

ま
す

ＱＡ

急
傾
斜
地
崩
落
危
険
箇
所
と
水
防
の
現
状
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

てご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
、
今
後
の
推
進
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
地
区
の
統
廃
合
後
小
学
校
登
下
校
の
安
全
と
学
習
支
援
に

つ
い
て

下
大
津
公
民
館
の
廃
館
と
廃
校
後
の
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

　
堤
防
の
波
止
め
が
水
没
し
て
い
る
田
伏
地
区
の
堤
防
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

土
木
部
長　
霞
ヶ
浦
の
堤
防
管
理
は
、
国
で
整
備
し
た
堤
防
の
ほ
か
、

水
資
源
機
構
で
整
備
し
た
堤
防
が
あ
り
、
要
望
箇
所
は
水
資
源
機
構
の
管
理

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
堤
防
の
状
況
は
、
計
画
堤
防
の
高
さ
は
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
護
岸
の
高
さ
が
軟
弱
層
に
よ
る
不
同
沈
下
に
よ
り
、
お
お

む
ね
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
い
と
の
こ
と
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、
護
岸
平
場
部
の
高
さ
を
確
保
す
る
た
め
、
ふ
と
ん
か
ご

等
の
設
置
や
堤
防
法
面
部
の
連
結
ブ
ロ
ッ
ク
の
追
加
工
事
を
行
う
と
の
こ
と

で
す
。
平
成
27
年
度
は
検
討
・
設
計
の
実
施
、
平
成
28
年
度
以
降
に
順
次
整

備
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
下
大
津
公
民
館
の
廃
館
と
廃
校
後
の
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

　
市
長　
公
共
施
設
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生

活
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
今
年
度
は
地
区
公
民
館
や
小
学

校
跡
地
な
ど
、
地
域
的
な
施
設
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
す
る
た
め
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
に
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
を
進
め
て
お
り
ま

す
。こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
ま
し
て
、
公
共
施
設
を
き
っ
か
け
と
し
て

地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
を
考
え
る
な
ど
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
一
つ
の
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲下大津地区公民館

▲糸島市役所にて ▲福吉交流センター
　福ふくの里（糸島市）

▲生ごみの回収作業車（大木町）▲おおき循環センター
　くるるんにて

10月29日に福岡県糸島市、30日には福岡県三
み ず ま ぐ ん

潴郡大木町を訪問し、かすみがうら市
議会議員全体研修を実施しました。

議員全体研修　10月29日・30日


